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森
林
組
合
で
あ
る

か
ら
こ
そ
で
き
る
管

理
運
営
を
目
指
し
て
、

平
成
１８
年
4
月
よ
り

3
年
間
の
指
定
管
理

を
受
け
た
「
カ
ル
ス
ト

森
林
組
合
秋
吉
台
家

族
旅
行
村
」
は
、ア
ウ

ト
ド
ア
の
魅
力
満
喫
！ 

　
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、

秋
風
が
心
地
よ
い
季

節
と
な
り
、紅
葉
の
シ

ー
ズ
ン
も
間
近
で
す
。 

　
コ
ナ
ラ
や
モ
ミ
ジ
な

ど
の
木
々
に
囲
ま
れ
、

鳥
の
さ
え
ず
り
も
聞

こ
え
る
自
然
の
中
で
、

心
休
ま
る
一
時
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
を
用
意
し
て
皆
様

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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サンワーク美祢〈美祢勤労者総合福祉センター〉で開催した。 
出席者数は、総代定数200名。現総代数195名に対し、 
本人出席124名、委任出席3名、書面出席24名、合計151名で、 
出席率77％であった。 
議長には宇部地区総代の藤田昭治氏を満場一致で選任。 
白熱した質疑応答があったが、 
第1号議案から第9号議案、付帯決議まで挙手多数で可決・承認し、 
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昨
今
の
我
が
国
の
経
済
動
向
は
、

景
気
回
復
の
声
が
強
く
聞
か
れ

ま
す
が
、
我
々
の
林
業
界
で
は
、

木
材
の
需
要
量
の
減
少
に
加
え
、

台
風
被
害
木
が
大
量
に
市
場
出

荷
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、長
引
く

木
材
価
格
の
低
迷
に
追
い
打
ち

を
か
け
林
業
採
算
性
が
極
め
て

悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、森
林

所
有
者
の
林
業
生
産
意
欲
を
減

退
さ
せ
、森
林
整
備
水
準
の
低
下

に
よ
る
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。
 

　
一
方
で
は
、森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
維
持
・
向
上
が
図
ら

れ
、国
民
が
安
全
か
つ
安
心
で
き

る
豊
か
な
生
活
が
実
感
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

　
当
組
合
と
し
ま
し
て
は
、現
下

の
森
林
、
林
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
情
勢
を
踏
ま
え
、安
定
し
た

組
合
運
営
を
念
頭
に
置
き
、
役

職
員
は
も
と
よ
り
協
力
事
業
体

が
結
束
し
て
努
力
し
た
結
果
、総

売
上
は
当
初
計
画
４
億
６
百
万

円
を
大
き
く
上
回
る
４
億
５
千

１
百
万
円
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

経
常
利
益
は
２
千
１
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
事
業
面
に
つ
い
て

み
る
と
、利
用
部
門
が
総
利
益
の

８８
％
を
占
め
、造
林
事
業
、治
山

事
業
等
が
伸
び
て
、森
林
造
成
事

業
全
体
で
は
４
億
３
千
７
百
万

円
の
事
業
額
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、組
合
員
か
ら
の
受
注
総

額
は
１
億
１
千
１
百
万
円
余
の
ご

利
用
を
い
た
だ
き
、組
合
員
各
位

の
ご
理
解
に
対
し
、深
甚
な
る
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

　
平
成
１４
年
度
よ
り

推
進
し
て
参
り
ま
し
た

森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
交
付
金
制
度
に

係
る
施
業
計
画
に
加
え
、

さ
ら
な
る
新
事
業
へ
の

取
り
組
み
が
可
能
な

施
業
計
画
立
案
の
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、平
成
１７
年
度
よ

り
始
ま
り
ま
し
た
県
民
税
に
よ

る
公
益
森
林
整
備
事
業
や
竹
繁

茂
防
止
緊
急
対
策
事
業
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
事
業
が
遂
行
で

き
ま
し
た
の
も
、県
並
び
に
関
係
市
町
、

機
構
、公
社
、県
森
連
を
は
じ
め
組
合

員
各
位
の
ご
理
解
あ
る
ご
支
援
、ご
協

力
の
賜
で
あ
り
、衷
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
次
第
に
厳
し
さ
を
増
す
組
合
経
営

改
革
の
一
環
と
し
て
、美
祢
郡
の
両
支
所

機
能
の
見
直
し
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

役
員
及
び
両
地
区
総
代
各
位
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、事
業
の
執
行
は
本

所
に
集
中
し
つ
つ
、両
支
所
に
連
絡
員

を
置
く
こ
と
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
の
で
、組
合
員
各
位
に
は
大

変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、事
情

を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
伏
し
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、当
組
合
改

革
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
時
期
改
選
時
よ
り

役
員
の
定
数
の
削
減
に
併
せ
て
学
識
経

験
理
事
を
設
け
る
な
ど
、執
行
体
制
を

見
直
す
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
な
お
、剰
余
金
の
処
分
に
つ
き
ま
し

て
は
、組
合
経
営
の
安
定
・
発
展
を
図

る
た
め
、内
部
留
保
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

定款一部変更の主な内容 
●役員の定数削減 
　理事20人が12人となります。（次期改選時より） 

●総代会の招集月 
　毎事業年度1回、7月が8月になります。 
　（次期改選時より） 

間伐前 間伐後 

平成17年度貸借対照表（平成18年5月31日現在） 

損益計算書（平成17年6月1日～平成18年5月31日） 

資産の部 負債の部 

資本の部 

流動資産合計 

1事業総損益 
　1.収　　益 
　2.費　　用 
　事業総利益 

4特別損益 
　1.特別利益 
　2.特別損失 
　特 別 損 益 
税引前当期純利益 
法人税及び住民税額 
当 期剰余金 
前期繰越剰余金 
目的積立金取崩額 
当期未処分剰余金 

3事業外損益 
　1.事業外収益 
　2.事業外費用 
　事業外損益 
　経 常 利 益 

1当期未処分剰余金 

2剰余金処分額 

　1.法定準備金 

　2.特別積立金 

　　（うち目的積立金） 

3次期繰越剰余金 

22,586,000 

 

　 

　 

　 

6,586,000

5,000,000 

11,000,000 

 （660,000） 

当期剰余金の 
5分の1以上 
 

2事業管理費 
　1.人 件 費 
　2.旅費・交通費 
　3.事 務 費 
　4.業 務 費 
　5.諸税負担金 
　6.施 設 費 
　7.雑　　費 
事業管理費計 
　事 業 利 益 

　 
　451,453,795 
　264,579,008 

　　 

　 
　509,000 
561,660 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
 

　 
2,698,119 
450,206 

　　 
　　  

　 
　136,085,404 

1,231,040 
3,782,422 
2,491,081 
11,320,810 
12,579,365 
617,028 

　 
　　  

　 
　　 
　　 

　　186,874,787

　 
― 

　2,784,359 
　　△2,784,359

　 
20,190,663 
　16,572,929 
　　3,617,734

　 
169,769 
　59,817 

　　109,952

　 
35,801,509 
　30,246,855 
　　5,554,654

　 
395,291,854 
　214,915,048 
　　180,376,806

　 
　　 
　 

　△52,660 
　20,962,890 
　5,000,000 
　15,962,890 
　6,623,110 

　- 
　22,586,000 

 

　 
　 
　 

　　2,247,913 
　　 21,015,550

　 
　　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 

　168,107,150 
　　 18,767,637

270,238,079

負債合計 84,345,428

資産合計 378,856,198

繰延資産 0

固定資産 
　有形固定資産合計 
　無形固定資産合計 
　外部出資合計 
　その他の固定資産合計 
　固定資産合計 

43,809,192 
1,900,590 
61,778,000 
1,130,337 

108,618,119

流動負債合計 
固定負債合計 

29,413,644 
54,931,784

資本合計 294,510,770

出資金 
剰余金合計 

159,299,000 
135,211,770

負債および資本合計 378,856,198

科　目 小　計 合計 指導 販売 購買 利用 金融 

（単位：円） 

（単位：円） 

平成１７年度剰余金処分案 （単位：円） 

適　　要 内　　訳 小　　計 合　　計 

※次期繰越剰余金中、教育情報資金は1,000,000円である。 
　（平成18年7月31日第9回総代会で議決） 

3

　現下の森林・林業を取り巻く厳しい環境の中、林業生
産活動は総じて停滞傾向に推移することが予測されま
すので、苦しい組合経営を強いられることが予想されま
す。 
　一方21世紀は、「循環と共生」がキーワードとされて
いますので、今日まで守り育ててきた森林資源を、地球
環境に負荷をかけることなく生産・利用するという、持
続可能な森林経営への取り組みが求められています。 
　このような情勢を踏まえ、間伐を含めた林産活動の
強化と林内路網の開設を重点目標に掲げ、健全で活力
のある森林整備に全力を傾注いたすとともに、新たに

管理委託を受けた「秋吉台家族旅行村」を魅力ある施
設として衣替えをしつつ、集客に努めて参ることとして
います。 
　本年度も組合員の皆様との連携を密にするため、地
区座談会の開催や広報誌の発行・配布を通じて、効果的
な施策・事業の導入を促すとともに、県・市町をはじめ、
関係団体のご支援をいただきながら、組合経営の安定
と地域林業の振興に努めて参りますので、ご支援・ご協
力をいただきますようお願いいたします。 

運営基本方針  平成18年度 
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出席者数は、総代定数200名。現総代数195名に対し、 
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議長には宇部地区総代の藤田昭治氏を満場一致で選任。 
白熱した質疑応答があったが、 
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ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
樹
木
は
、成
長
す
る
に
伴
い
混
み
合
っ
て
き
ま
す
の
で
、「
も
や
し
状
態
」
の
過
密
な
森
林
と
な
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
森
林
は
、台
風
や
雪
な
ど
の
被
害
に
遭
い
や
す
く
、地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
能
力
も
衰
え
る
ば
か
り
で
な

く
、太
陽
光
線
が
林
内
に
届
か
ず
、下
草
が
生
え
な
い
た
め
、雨
が
降
る
た
び
に
表
土
が
流
出
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
災
害
が
起
き
や
す

く
、森
林
の
持
っ
て
い
る
多
面
的
な
機
能
が
著
し
く
低
下
し
ま
す
の
で
、生
活
環
境
や
自
然
環
境
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。こ
の
た
め
、人
の
手
を
加
え
て
造
っ
た
森
林
で
は
、成
長
に
応
じ
た
「
間
伐
」
は
必
要
不
可
欠
な
作
業
と
な
り
ま
す
。 

　
現
在
、国
・
県
で
は
、緊
急
か
つ
最
重
要
な
課
題
と
し
て
「
間
伐
三
ヵ
年
対
策
」
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、今
こ
そ
補
助
金

制
度
を
利
用
し
て
間
伐
を
実
行
し
、「
泣
い
て
い
る
森
林
」
を
助
け
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。 間伐前 間伐後 間伐前 間伐後 

●補助の対象は、植えてから 
　11～35年目の森林です。 
　　地域によっては30年、 
　　または45年まで 
●間伐材を運び出すことも、 
　補助の対象となります。 

（　　　　　　　　　　 ） 
間伐の所有者負担金 

ha当たり 

15,000～25,000円 

間伐をしようと思ったら、カルスト森林組合にご相談ください。 

平成18年11月26日（日）／カルスト森林組合・サンワーク美祢 

●美秋材品評会　●森林・林業の役割 
●木工体験　●竹細工　●竹かご作り　●丸太早切り大会などなど 

軽食も準備してお待ちしております。是非お越しください！ 

間伐を行うことによって、森林はどのように育っていくのでしょうか。 
また、間伐を行わないと、どうなってしまうのでしょうか。 

その比較は、およそ次のようになります。 

間 伐 間 伐 森林の生長 

森林の生長 

森林の姿 

間
伐
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、幹
が
太
く
枝

葉
が
し
っ
か
り
と
し
た
健
全
な
木
・
森
林
を

育
て
ま
す
。
間
伐
を
行
わ
な
い
と
、下
枝
が

枯
れ
上
が
り
、モ
ヤ
シ
状
の
木
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。こ
う
な
る
と
風
雪
害
を
受
け
や

す
く
な
り
、時
に
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

間伐すると 

間伐しないと 

今年4月からカルスト森林組合は 

秋

吉

台

家

族

旅

行

村

秋

吉

台

家

族

旅

行

村

の

指

定

管

理

者

に

な

り

ま

し

た

。

 

今年4月からカルスト森林組合は 

秋

吉

台

家

族

旅

行

村

の

指

定

管

理

者

に

な

り

ま

し

た

。

 

森林組合では「秋吉台家族旅行村」の豊かな環境を利用して 

森林体験や農業体験の場を提供しています 

特に、森林の保育を実際に体験し、炭焼きや木工教室の体験もできます 

またドリーネを利用した体験農園を用意していますので 

汗を流し、作物を収穫する喜びを味わうことができ 

その収穫物を実際に食べていただけるアウトドアクッキングやそば打ち体験も行っています 

車が横付けできるオートキャ
ンプ場、1人５００円～の一般
キャンプ場、テントの無い方は
常設テント…ご都合に合わせ
て選べます。 

一戸建て貸別荘タイ
プのケビンで、ご家族
やお友達とのんびり
過ごせます。 

雨でもご利用可能な
バーベキュー広場、
子供たちに大人気の
スーパージャングル、
芝生広場でボール遊
びと広い村内でのん
びりできます。 

秋吉台のドリーネで、無農薬野菜を作ることがで
きます。 

そば打ち体験に加え、
工作プログラムも好評実
施中！季節ごとに内容が
変わります。 

気軽に食事ができるロ
グハウス食堂、バスケット、
バレー、バドミントン、卓
球などが楽しめる体育
館とテニスコートがあり
ます。 

10月以降のイベントとプログラム 

★11／12（日）： オーナー農園収穫祭とドリーネ耕作　  ★12／3（日）： とっても愉快なドリーネ耕作「ドリーネ新そば収穫祭」 
★随 時 受 付： 工作プログラム「玉転がし」…枝を木にはりつけて、玉を転がす迷路を作ります。 

お問い合せ・お申し込みは 秋吉台家族旅行村 山口県美祢郡秋芳町大字秋吉字台山 TEL.0837-62-1110  FAX.0837-62-1340

森林・林業・木材に関する 
情報の受発信の場として 
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代表理事組合長 

大呑 俊彦 

総 務 課 

森林整備課 

森林整備係 

森林育成係 

施業計画 
支援交付金制度 
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美東 

秋芳 

楠 

宇部 

山陽 

森林育成課 

庶務企画係 

宇部支所 

美祢支所 

美東支所 

秋芳支所 

山陽小野田支所 

楠出張所 

山陽出張所 

経 理 係 

業 務 係 

秋吉台家族旅行村 

代表理事常務 

課長　沓野継治 

課長　高須修三 

課長　杉山康彦 

係長　桑原清子 

（兼）総括　杉山康彦 

事務　村上幸子（兼） 

事務　村上幸子 

事務　上田千鶴 
　　　飯田和美（兼） 

上田千鶴（兼） 
飯田和美（兼） 

　　　山中貴洋（兼） 

嘱託職員 
　柳井澄代 
　石井仁美 

家族村職員 
　山本浩昭 
　伊藤活美 
　大橋芳彰 
　瀧口浩二 
　安部好信 
　小野竜太郎 
家族村臨時職員 
　後藤初江 
　鹿島喜世子 
　笹原裕子 
　高山孝子 
　上利京子 

　　　原川敬司（兼） 

　　　末岡英典 
　　　坂倉　薫 
　　　田中雄二 

事務　山中貴洋 

事務　黒瀬房代 

◎沓野継治.高須修三.藤岡周志 
○原川敬司.末岡英典.村上幸子 

◎竹田匡克.山中貴洋 
○田中雄二.佐藤よしえ 

支所長　藤岡周志（兼） 
　　　　山中貴洋（兼） 
連絡員　平みどり 

支所長　杉山康彦（兼） 
　　　　末岡英典（兼） 
連絡員　平みどり 

支所長　沓野継治（兼） 
　　　　原川敬司（兼） 

支所長　竹田匡克（兼） 
　　　　田中雄二（兼） 
連絡員　倉増澄子（嘱託） 
　　　　神池光博（嘱託） 

支所長　竹田匡克（兼） 
　　　　坂倉　薫（兼） 
連絡員　倉本美代子（嘱託） 
　　　　神池光博（嘱託） 

※団共関係　◎班　長 
　　　　　　○副班長 

平成18年8月1日現在 

◎竹田匡克.杉山康彦.上田千鶴 
○坂倉　薫.飯田和美 

◎藤岡周志.黒瀬房代.原川敬司 
○山中貴洋.田中雄二 

◎藤岡周志.高須修三.上田千鶴 
○山中貴洋.原川敬司 

◎杉山康彦.桑原清子 
○末岡英典 

（システム係）飯田和美.坂倉　薫（兼） 

　　　原川敬司 

主任　伊勢野幸男 
技能 

副主任 岸田一史 
　　　河井実継 
　　　加藤明弘 
　　　山田敬太郎 
　　　泉　裕介 

係長　佐藤よしえ 

係長　藤岡周志 

係長　藤岡周志 

係長　竹田匡克 

団
共 

退職「お世話になりました。」 
森林整備課 業務係長　倉本 美代子 7月31日付 

採用「よろしくお願いします。」 
森林整備課　泉　裕介 4月1日付 
秋芳支所　　倉本 美代子 （嘱託）8月1日付 
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秋吉台家族旅行村 
統括責任者 （　　　　　　　　） 

美東・秋芳支所の機能 
一部見直しのお知らせ 
（平成１８年８月１日より） 

厳しい林業情勢を踏まえ、従来の事業に加えて新たな事業の展開を図るため、機能の見直しを行いました。 
組合員の皆様方にはご不便をおかけすることと存じますが、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
　　1.　窓口業務及び購買業務について……………………連絡員を配置して従来通り対応します。 
　　2.　その他の事業の執行について…………………………………本所より出向いて対応します。 


